
 

とうきょう すくわくプログラム実践報告書 
所在 東京都大田区池上 8 丁目 1番 3号 

園名 アスク池上保育園 

１．活動のテーマ 

<テーマ＞ 

国旗（外国） 

 

＜テーマの設定理由＞ 

運動会の取り組みの中で、国旗に興味を抱いている子どもが増えているため。 

 

 

２．活動スケジュール 

11 月から３月まで行い、月に 1 回ネイティブの講師を招致し他国の文化に直接触れる機会を創出することで深

く探究活動ができるようにした。その時点での子どもたちの興味関心をもとに問いかけや内容を考え、子ども

たちの反応や言葉によって次回の内容を柔軟に変えていけるようにした。 

《３・４・５歳》 

11 月：日本と外国の違いを知ろう 

12 月：国旗って何だろう・国旗を描いてみよう 

１月：旗って何だろう・どんな模様があるかな？ 

２月：描いた国旗を英語で発表してみよう 

３月覚えた国旗の色を塗ってみよう 

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 
（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

・国旗一覧表・・・保育室に掲示し、日常の中でも国旗に触れる機会を作るため 

・国旗・ことばあそび絵本・・・子どもたちが自分で気になったことなどを自ら調べたり、国旗についての知

識をより深められるよう使用。 

・地球儀・・・様々な国の場所や日本との位置関係、国土の形や、名産物や有名なものに興味をもち、調べた

り国旗や世界についてイメージを膨らませるために使用 

・国旗カルタ・・・遊びをくり返していく中で、国名を覚えたり国旗や国についての知識を得られるよう使用

した。 

・国旗の塗り絵／色鉛筆・・・国旗に使われている色や形により細かく気づいたり、自分なりに感じたこと・

考えたものを表現するために使用。 

・世界地図パズル・・・国名や国の位置関係、世界の気候・世界遺産など遊びを通して興味関心をより深める

ために使用。 

 

 

 

 



 ４．探究活動の実践 

【3 歳児実施分】 

問いを考える： 子どもたちが日本と他国の国旗を見比べている。日本国旗とアメリカの国旗を見比べて「星が

ある」「青のしましまがある」「日本は赤今あるだけ」などなど特徴を捉える。他にもアルファベットと日本

語の形を見比べる。形や文の⾧さなど見比べて「何でこの字を使うのかな？」と疑問を持つ。結論は見つから

ず。 

 その後は日本国旗の日の丸に焦点を当てる。なぜ、赤丸なのか、何を表しているのか問いかける。子どもた

ちなりに保育者や保護者、兄弟 国旗図鑑や国旗カルタから知識を得て答えを導くことが出来た。太陽がシン

ボルになっていることを理解すると「太陽って丸いのか？」新たに疑問を持ち、屋上に行き観察に行く。観察

の中で「丸だけじゃない」「ちくちくしてる」「赤じゃなくて黄色」などなど観察して気づいたことを知らせ

る。観察後、他国の国旗集を見て様々な太陽の形があることに気づく。観察した太陽を絵で表し、一人ひとり

太陽の見え方に違いがあることを知る。 

探究活動の様子： 外国語ということで興味関心があまり見られずにいたが、国旗を見せると探求心が芽生えた。

特に自国の国旗に興味を持ち「何で赤い丸なの？」「星を使わないの」「青とかピンクとか」などなど疑問が

たくさんあった。実際に日本国旗のシンボルマークである太陽の観察では子どもたちが晴れの日に空を見上げ

る様子がたくさんあった。見え方によっては「これ（マケドニア）みたいにちくちくがある」「今日の太陽は

これ（アルゼンチン）に似ているよ」他にも「夕方に見た太陽はね、赤じゃなくてオレンジだったよ」などな

ど伝えてくれる。 

ふりかえり（保育士の気づき）：自国と他国の国旗を知ることで子どもたちは自分の国の国旗の意味を少し理

解する・知るきっかけになった。園にある絵本や国旗カルタなど玩具の他に身近な人や大人に聞き、探求心を

もつことができた。また、子どもたちが観察して言葉や園など表現する力が備わった。自分が感じた・見たも

のを伸び伸びと表現することで達成感と新たな知識を得ることができ、良い体験をした。 

 

【4 歳児実施分】 

問いを考える： 日本とアメリカの文化の違いを、イラストで知ることができ、他にもたくさんの国があること

に気づく。それぞれの国に『国旗』というものがあり、国旗とは何かを問いかけ保育者と一緒に考えていった。

また、様々な国旗を知ることで、どんな色を使っているのか、どんなデザインで描かれているのかに興味を示

していた。 

探究活動の様子：日本以外にも様々な国があることを知り、有名な野球選手が住んでいることや、家族で旅行

に行ったことなど日常の会話から広がっていった。『国旗って何だろうね』と問いかけると「住んでいる場所

が分かるもの」「『ハタ』のことだよね」とよく理解している子が多かった。 「近くで国旗を見てみたい」と

いう子がいたため、イラストを壁に貼っていつでも見えるようにしておくと、「この色かわいいね」「動物が

ついてるよ」と色やデザインに着目していた。国旗のカルタを見本にしながら真似して描く活動を行い、気に

入ったデザインの国旗の名前を覚える楽しさにも繋がっていた。キャストの時間に行った国旗のぬりえや自由

に国旗のデザインを描く活動にも積極的に参加している。「ここは赤だよね」「赤って英語で何て言うんだっ

け」と色の英単語にも関心を示し、講師とのやりとりも増えていった。国旗をデザインする時間は特に集中し

て行なっており、ハートや電車、好きなキャラクターなど自分好みの国旗が出来上がることに喜んでいた。

「もっとかいてみたい」「次はあれをかこうかな」と創造する楽しさも味わえていた。 

ふりかえり（保育士の気づき）：違う国の言葉やその意味を伝えていくことに難しさを感じたが、国旗にフォ

ーカスし、お絵描きなどの好きな遊びを取り入れることで、子どもたちも楽しく取り組めていた。普段テレビ

やニュースなどで耳にしていても何となくしか理解していなかったことが、一緒に考えていくことで「有名な

野球選手がいる」「どうして違う国にいるんだろう」と、様々な気づきや疑問に繋がっていた。新たな興味、

関心を広げることができたのでよかった。 



【5 歳児実施分】 

問いを考える： 国旗のみならず、日本とアメリカ、日本とブラジルなどを題材にどんな食べ物があるかな？あ

ったかいところかなさむいところかな？と文化や気候に関する問いかけをしながら国の文化の違いなどについ

て触れていった。また、アメリカの国旗の星の数に注目した子がおり、アメリカの星の数は何個だろう？なん

で５１個なんだろう？などと、アメリカのみならず子どもたちの疑問をひとつずつ拾いながら、全体に問いか

け、みんなで考えてみたり国旗の意味をグループごとに調べながら、子どもたち自身で探求していけるよう興

味に合わせた問いかけをした。 

探究活動の様子： まずは日本とアメリカの文化の違いを知り、日本以外にも国があることや特色を知ったこど

もたち。「中国は英語じゃない言葉なんだって。お母さんが言ってたよ」と言語の違いを教えてくれた子もい

たり、英語講師には国の呼び方を教えてもらい「アルゼンチンなじゃなくてアルゼンティーナっていうんだね」

と英語での呼び方の違いを知った。自由遊びの時間には、英語講師に教えてもらった国がどこにあるのか地球

儀で探しながら、スウェーデンのところには、スキージャンプや雪のイラストが書いてあり、「この辺は寒い

んだね」とヨーロッパの特徴を捉えながら知識を増やしていく子どもたちの姿が見られた。国旗一覧表で、い

ろんな国の国旗を見ていると同じマークが使われていたり、月のイラストが共通してることを発見した子もい

て、保育者と一緒に国旗絵本で調べ、月のデザインはイスラム教にとって「星」と「月」が神聖なものとして

扱われていることを知り、月に込められた願いや思いがあることを発見した。英語講師との活動では、自分の

旗を描く活動を行い、色や形に意味があることを知った子どもたちは、「僕は海が好きだから周りを青にす

る！」「ピンクを使っている国はなかったけど、幸せっていう意味で使ってみようかな」と自分たちで描いた

国旗にも、一つ一つの色やイラストに願いや思いを込めている子が多くいた。また、国旗について探求してい

くにつれて、自治問題にも興味を持ち始める姿もあり、ニュースで見たことに対して気になっていることを全

体の前に出て発表してくれた子もいて、日常でも世界へ目を向けて興味関心を深めているようだった。 

 

 

 

ふりかえり（保育士の気づき）： 

今まで興味を持っていなかった国旗だったが、探求を重ねていくにつれて自分たちで地球儀と絵本を活用して、

さらに気になったことがあると保育者に質問したり、自ら一緒に調べたりしながら自由時間にも知識を深めて

いた。国旗の模様から異国の文化に興味を持ち、そこから発展していき自治問題にも目を向けた子は、家で調

べてきて全員に共有したりと、発信する楽しさも経験できていた。異国について知っていくうちに、自国の良

さにも気づいており貴重な経験になったようだった。 

 

 

 

  



《３歳》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《４歳》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《５歳》 
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